
⇔
地
区
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
研
究
協
議
会

　
平
成
一
八
年
度
は
地
区
開
催
と
な
っ
て
お
り
、
全
国
七
地
区
で
開
催

さ
れ
る
。

〈
九
州
地
区
〉

主
　
催
”
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構
、
国
立
大
学
法
人
鹿

　
　
　
　
　
児
島
大
学

協
力
”
国
立
大
学
法
人
保
健
管
理
施
設
協
議
会
、
文
部
科
学
省

開
催
日
時
”
平
成
一
八
年
一
〇
月
一
九
日
（
木
）
～
二
〇
日
（
金
）

会
　
場
”
ジ
ェ
イ
ド
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

参
加
者
数
”
八
五
名

　
鹿
児
島
純
心
女
子
大
学
大
学
院
教
授
久
留
一
郎
先
生
に
よ
る
「
『
キ
ャ

ン
パ
ス
（
ス
ク
ー
ル
）
ト
ラ
ウ
マ
と
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
』
l
P
T
S
D

（
心
的
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
障
害
）
に
視
点
を
当
て
て
ー
」
と
題
し
た
講
演

に
始
ま
り
、
そ
の
後
五
つ
の
分
科
会
に
分
か
れ
て
活
発
な
意
見
交
換
・

討
議
が
行
わ
れ
た
。

〈
北
関
東
・
甲
信
越
地
区
〉

主
　
　
催
“
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構
、
国
立
大
学
法
人
群

　
　
　
　
　
馬
大
学

協
力
一
国
立
大
学
法
人
保
健
管
理
施
設
協
議
会
、
文
部
科
学
省

開
催
日
時
”
平
成
一
八
年
一
〇
月
二
六
日
（
木
）
～
二
七
日
（
金
）

会
　
　
場
”
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
高
崎

参
加
者
数
”
七
三
名

　
群
馬
大
学
医
学
部
附
属
病
院
精
神
科
神
経
科
講
師
上
原
徹
氏
に
よ
る

「
摂
取
障
害
を
め
ぐ
っ
て
」
と
題
し
た
講
演
に
始
ま
り
、
そ
の
後
五
つ
の

分
科
会
に
分
か
れ
て
活
発
な
意
見
交
換
・
討
議
が
行
わ
れ
た
。

〈
中
国
・
四
国
地
区
〉

主
　
　
催
”
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構
、
国
立
大
学
法
人
鳥

　
　
　
　
　
取
大
学

協
力
”
国
立
大
学
法
人
保
健
管
理
施
設
協
議
会
、
文
部
科
学
省

開
催
日
時
一
平
成
一
八
年
一
一
月
一
日
（
水
）
～
二
日
（
木
）

会
　
場
”
ウ
ェ
ル
シ
テ
ィ
鳥
取

参
加
者
数
”
七
五
名

　
鳥
取
県
立
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
所
長
原
田
豊
先
生
に
よ
る
「
学

生
の
メ
タ
ル
ヘ
ル
ス
相
談
」
と
題
し
た
講
演
に
始
ま
り
、
そ
の
後
分
科

会
に
分
か
れ
て
活
発
な
意
見
交
換
・
討
議
が
行
わ
れ
た
。

◆
国
際
大
学
交
流
セ
ミ
ナ
ー
「
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に

　
向
け
た
材
料
デ
パ
イ
ス
セ
ミ
ナ
ー
」

主
催
団
体
”
名
古
屋
工
業
大
学

共
催
団
体
”
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構

開
催
日
時
”
平
成
一
八
年
九
月
六
日
（
水
）
～
九
月
一
六
日
（
土
）

　
名
古
屋
工
業
大
学
で
は
、
ア
ナ
大
学
（
イ
ン
ド
）
か
ら
学
生
一
〇
名
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引
率
教
員
三
名
を
迎
え
、
国
際
大
学
交
流
セ
ミ
ナ
ー
「
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
に
向
け
た
材
料
デ
バ
イ
ス
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
た
。

　
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
産
業
技
術
の
多
く
の

分
野
で
ど
の
よ
う
に
活
用
で
き
る
の
か
、
そ
の
可
能
性
に
つ
い
て
学
ぶ

と
と
も
に
、
途
上
国
の
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
あ
り
方
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
た
。

⇔
国
際
大
学
交
流
セ
ミ
ナ
ー
「
世
界
遺
産
を
通
し
た
環
境

　
教
育
と
文
化
理
解
教
育
に
関
す
る
日
中
セ
ミ
ナ
ー
」

主
催
団
体
”
奈
良
教
育
大
学

共
催
団
体
“
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構
・
財
団
法
人
み
ず
ほ

　
　
　
　
　
国
際
交
流
奨
学
財
団

開
催
日
時
”
平
成
一
八
年
一
〇
月
九
日
（
月
）
～
一
〇
月
一
八
日
（
水
）

　
奈
良
教
育
大
学
は
、
学
術
交
流
協
定
を
締
結
し
て
い
惹
西
安
外
国
語

大
学
（
中
国
）
の
学
生
九
名
引
率
教
員
二
名
を
迎
え
、
国
際
大
学
交
流

セ
ミ
ナ
ー
「
世
界
遺
産
を
通
し
た
環
境
教
育
と
文
化
理
解
教
育
に
関
す

る
日
中
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
た
。
奈
良
教
育
大
学
か
ら
は
、
学
生
三

〇
名
教
員
三
名
が
参
加
し
た
。

　
こ
の
セ
、
、
、
ナ
ー
で
は
、
西
安
市
と
姉
妹
都
市
で
あ
る
奈
良
の
世
界
遺

産
、
伝
統
文
化
、
文
化
財
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
義
と
見
学
や
視
察

を
行
い
、
共
有
す
る
世
界
遺
産
に
焦
点
を
あ
て
、
身
近
な
体
験
等
を
も

と
に
日
中
の
環
境
保
全
と
文
化
理
解
を
深
め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
展
開
さ

れ
た
。

⇔
国
際
大
学
交
流
セ
ミ
ナ
ー
「
計
算
科
学
を
援
用
し
た

　
『
も
の
づ
く
り
技
術
』
の
展
開
』

主
催
団
体
…
東
京
理
科
大
学

共
催
団
体
”
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構

開
催
日
時
“
平
成
一
八
年
一
〇
月
九
日
（
月
）
～
一
〇
月
二
一
日
（
土
）

　
東
京
理
科
大
学
は
学
術
交
流
協
定
を
締
結
し
て
い
る
新
彊
大
学
（
中

国
・
新
彊
ウ
ィ
グ
ル
自
治
区
）
の
大
学
院
学
生
一
〇
名
引
率
教
員
二
名

を
迎
え
、
国
際
大
学
交
流
セ
ミ
ナ
ー
「
計
算
科
学
を
援
用
し
た
『
も
の

づ
く
り
技
術
』
の
展
開
」
を
開
催
し
た
。

　
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
両
大
学
の
研
究
者
及
び
招
待
講
演
者
一
四
名

に
よ
る
講
義
講
演
に
加
え
、
両
大
学
の
大
学
院
学
生
計
…
二
名
に
よ
る

研
究
発
表
及
び
討
論
が
活
発
に
行
わ
れ
た
。
講
義
の
他
に
、
研
究
室
訪

問
、
世
界
遺
産
の
見
学
、
日
立
建
機
等
の
工
場
見
学
等
、
充
実
し
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
展
開
さ
れ
た
。

命
第
四
四
回
全
国
大
学
保
健
管
理
研
究
集
会

主
　
　
催
“
社
団
法
人
全
国
大
学
保
健
管
理
協
会
、
独
立
行
政
法
人
日
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後
　
　
援

当
番
校

開
催
日
時

会
　
　
場

参
加
者
数

　
一
日
目
は
、

生
活
に
よ
る
教
育
が
学
生
諸
君
に
も
た
ら
す
も
の
」
と
題
し
た
特
別
講

演
1
を
皮
切
り
に
、
講
演
、
特
別
講
演
H
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
教
育
講

演
一
が
行
わ
れ
、
活
発
な
意
見
交
換
・
討
議
が
な
さ
れ
た
。

　
二
日
目
は
、
一
般
研
究
発
表
・
ポ
ス
タ
ー
デ
イ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
教

育
講
演
二
、
三
が
行
わ
れ
、
続
い
て
閉
会
式
が
行
わ
れ
た
。

本
学
生
支
援
機
構

”
文
部
科
学
省

”
昭
和
大
学

”
平
成
一
八
年
一
〇
月
一
一
日
（
水
）
～
二
百
（
木
）

”
国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー

”
七
四
七
名

　
昭
和
大
学
学
長
細
山
田
明
義
氏
に
よ
る
「
全
寮
制
共
同

⇔
「
日
本
学
生
支
援
機
構
が
行
う
留
学
生
支
援
事
業
に
関

　
す
る
意
見
」
の
と
り
ま
と
め
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構

こ
の
た
び
、
日
本
学
生
支
援
機
構
の
「
政
策
企
画
委
員
会
」
が
、
留
学

生
支
援
事
業
に
つ
い
て
意
見
を
と
り
ま
と
め
、
北
原
理
事
長
に
提
出
し

ま
し
た
。

　
こ
の
委
員
会
は
日
本
学
生
支
援
機
構
の
運
営
や
事
業
実
施
に
関
す
る

重
要
事
項
に
つ
い
て
、
調
査
審
議
を
行
い
、
理
事
長
に
対
し
助
言
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
、
外
部
の
学
識
経
験
者
一
二
名
で
構
成
さ
れ
る
委

員
会
で
す
。

　
こ
の
委
員
会
は
日
本
学
生
支
援
機
構
が
発
足
し
た
平
成
一
六
年
度
よ

り
幅
広
く
審
議
を
重
ね
て
お
り
、
こ
の
た
び
、
留
学
生
支
援
事
業
に
関

す
る
意
見
を
と
り
ま
と
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
委
員
会
で
は
、
昭
和
五
八
年
に
策
定
さ
れ
た
「
留
学
生
受
入
れ
一
〇

万
人
計
画
」
と
い
う
数
値
目
標
が
す
で
に
達
成
さ
れ
、
今
後
、
日
本
の

大
学
等
の
国
際
化
、
国
際
競
争
力
の
強
化
を
図
る
た
め
に
は
、
留
学
生

交
流
の
双
方
向
の
拡
大
、
優
秀
な
留
学
生
の
確
保
等
が
強
く
求
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
留
学
生
交
流
に
お
け
る
機
構
の
役
割
や
事
業

の
在
り
方
等
を
と
り
ま
と
め
ま
し
た
。

　
そ
の
な
か
で
も
特
に
、
日
本
学
生
支
援
機
構
が
、
留
学
生
の
日
本
企

業
等
へ
の
就
職
活
動
を
支
援
す
る
こ
と
、
こ
れ
ま
で
日
本
へ
の
留
学
生

数
が
少
な
い
国
・
地
域
に
重
点
を
お
い
て
事
業
を
展
開
す
る
こ
と
な
ど

が
、
新
た
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
機
構
は
、
委
員
会
の
と
り
ま
と
め
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
留
学

生
支
援
業
務
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
意
見
の
本
文
や
政
策
企
画
委
員
会
に
つ
い
て
の
詳
細
情
報
は
、

機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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